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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成26年10月16日(2014.10.16)

【公開番号】特開2014-135045(P2014-135045A)
【公開日】平成26年7月24日(2014.7.24)
【年通号数】公開・登録公報2014-039
【出願番号】特願2013-247330(P2013-247330)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ２１０Ｄ
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ３５０Ｃ
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ４１９Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月2日(2014.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　未分類の入力文書と複数の分野に分類された少なくとも１以上の文書との類似度、及び
前記分野分類された文書が属する分野の数を用いて、前記未分類の入力文書及び前記分野
分類された文書間の総類似度を求める第一の分野判定手段と、
　前記類似度を用いることで、前記分野分類された文書が属するそれぞれの分野における
、前記未分類の入力文書及び前記分野分類された文書間の総類似度を求める第二の分野判
定手段と、
　前記第一の分野判定手段によって求まる文書間の総類似度に対する第二の分野判定手段
によって求まる分野の文書間の総類似度から、前記入力文書を分野に分類するためのスコ
アを求める第三の分野判定手段と、
　を備えたことを特徴とする文書分類装置。
【請求項２】
　前記分野は、階層的に分類された分野であり、
　前記第一の分野判定手段は、前記類似度、及び前記階層的に分類された分野の数を用い
て、前記未分類の入力文書及び前記分野分類された文書間の総類似度を求め、
　前記第二の分野判定手段は、前記類似度を用いることで、前記分野分類された文書が属
する階層的に分類された分野のうち、各階層のそれぞれの分野における、前記未分類の入
力文書及び前記分野分類された文書間の総類似度を求めることを特徴とする請求項１に記
載の文書分類装置。
【請求項３】
　前記未分類の入力文書は、複数の入力文書であり、
　前記入力文書のそれぞれに対して、それぞれの分野における前記スコアを用いて、前記
入力文書間の類似度を求める第四の分野判定手段を備えたことを特徴とする請求項１また
は２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記第三の分野判定手段は、前記未分類の入力文書における単語の頻出度を求めてスコ
アとし、
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　前記第四の分野判定手段は、前記入力文書のそれぞれに対して、それぞれの分野におけ
る前記スコア及び前記単語の頻出度から求まるスコアを用いて、前記入力文書間の類似度
を求めることを特徴とする請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記第四の分野判定手段は、前記入力文書のそれぞれに対して、それぞれの分野におけ
る前記スコアを用いて求まる前記入力文書間の類似度と、前記単語の頻出度から求まる前
記分野に応じたスコアを用いた前記入力文書間の類似度と、から前記入力文書間の類似度
を求めることを特徴とする請求項３または４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記第四の分野判定手段によって求まる入力文書間の類似度を用いた階層的クラスタリ
ングによって、前記入力文書間の関係を、階層を有するクラスタとして出力する出力手段
を備えたことを特徴とする請求項４または５に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記第二の分野判定手段は、前記階層の深さに応じた各階層のそれぞれの分野における
文書間の総類似度を求めることを特徴とする請求項２乃至６の何れか１項に記載の情報処
理装置。
【請求項８】
　文書分類装置における未分類の文書を分野分類する文書分類方法であって、
　前記文書分類装置の第一の分野判定手段は、未分類の入力文書と複数の分野に分類され
た少なくとも１以上の文書との類似度、及び前記分野分類された文書が属する分野の数を
用いて、前記未分類の入力文書及び前記分野分類された文書間の総類似度を求める第一の
分野判定ステップ、
　前記文書分類装置の第二の分野判定手段は、前記類似度を用いることで、前記分野分類
された文書が属するそれぞれの分野における、前記未分類の入力文書及び前記分野分類さ
れた文書間の総類似度を求める第二の分野判定ステップ、
　前記文書分類装置の第三の分野判定手段は、前記第一の分野判定手段によって求まる文
書間の総類似度に対する第二の分野判定手段によって求まる分野の文書間の総類似度から
、前記入力文書を分野に分類するためのスコアを求める第三の分野判定ステップ、
　を含むことを特徴とする文書分類方法。
【請求項９】
　文書分類装置で読取実行可能なプログラムであって、
　前記文書分類装置を、
未分類の入力文書と複数の分野に分類された少なくとも１以上の文書との類似度、及び前
記分野分類された文書が属する分野の数を用いて、前記未分類の入力文書及び前記分野分
類された文書間の総類似度を求める第一の分野判定手段と、
　前記類似度を用いることで、前記分野分類された文書が属するそれぞれの分野における
、前記未分類の入力文書及び前記分野分類された文書間の総類似度を求める第二の分野判
定手段と、
　前記第一の分野判定手段によって求まる文書間の総類似度に対する第二の分野判定手段
によって求まる分野の文書間の総類似度から、前記入力文書を分野に分類するためのスコ
アを求める第三の分野判定手段と、
　して機能させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記課題を解決するための第１の発明は、未分類の入力文書と複数の分野に分類された
少なくとも１以上の文書との類似度、及び前記分野分類された文書が属する分野の数を用
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いて、前記未分類の入力文書及び前記分野分類された文書間の総類似度を求める第一の分
野判定手段と、前記類似度を用いることで、前記分野分類された文書が属するそれぞれの
分野における、前記未分類の入力文書及び前記分野分類された文書間の総類似度を求める
第二の分野判定手段と、前記第一の分野判定手段によって求まる文書間の総類似度に対す
る第二の分野判定手段によって求まる分野の文書間の総類似度から、前記入力文書を分野
に分類するためのスコアを求める第三の分野判定手段と、を備えたことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記課題を解決するための第２の発明は、文書分類装置における未分類の文書を分野分
類する文書分類方法であって、前記文書分類装置の第一の分野判定手段は、未分類の入力
文書と複数の分野に分類された少なくとも１以上の文書との類似度、及び前記分野分類さ
れた文書が属する分野の数を用いて、前記未分類の入力文書及び前記分野分類された文書
間の総類似度を求める第一の分野判定ステップ、前記文書分類装置の第二の分野判定手段
は、前記類似度を用いることで、前記分野分類された文書が属するそれぞれの分野におけ
る、前記未分類の入力文書及び前記分野分類された文書間の総類似度を求める第二の分野
判定ステップ、前記文書分類装置の第三の分野判定手段は、前記第一の分野判定手段によ
って求まる文書間の総類似度に対する第二の分野判定手段によって求まる分野の文書間の
総類似度から、前記入力文書を分野に分類するためのスコアを求める第三の分野判定ステ
ップ、を含むことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記課題を解決するための第３の発明は、文書分類装置で読取実行可能なプログラムで
あって、前記文書分類装置を、未分類の入力文書と複数の分野に分類された少なくとも１
以上の文書との類似度、及び前記分野分類された文書が属する分野の数を用いて、前記未
分類の入力文書及び前記分野分類された文書間の総類似度を求める第一の分野判定手段と
、前記類似度を用いることで、前記分野分類された文書が属するそれぞれの分野における
、前記未分類の入力文書及び前記分野分類された文書間の総類似度を求める第二の分野判
定手段と、前記第一の分野判定手段によって求まる文書間の総類似度に対する第二の分野
判定手段によって求まる分野の文書間の総類似度から、前記入力文書を分野に分類するた
めのスコアを求める第三の分野判定手段と、して機能させることを特徴とする。
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